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アンニョンハセヨ！ 
今年は下関市と釜山広域市が姉妹締結をして４０周年を迎える記念の年です。

下関市と釜山広域市がどのような交流を行っているかをこれから３回にわたり

皆さんにご紹介します。 
下関市と釜山広域市の間で様々なスポーツ交流が行われているのをご存知で

しょうか？映画「チルソクの夏」の舞台にもなった陸上競技をはじめ、バレー

ボール、ヨット、剣道、ハンドボール等さまざまな種目で交流が盛んに行われ

ています。 
今回ご紹介するのは、姉妹締結の年から交流が始まり、今年で４０回目を迎

えた関釜親善ソフトテニス大会です。昭和５１（１９７６）年１０月１１日に

下関市と釜山広域市の姉妹締結が行われたのですが、それにさきがけて同年８

月１日に第１回大会が釜山広域市で開催されました。この大会は、姉妹都市間

の市民交流を目的として始まり、両都市で毎年相互に開催し選手同士の友好交

流を図っています。 
大会は団体戦と個人戦で構成され、遠征側は約５０名、受け入れ側は約１０

０名、総勢約１５０名で開催されています。また、選手団は中学生、高校生、

一般、壮年男女の幅広い年齢層で構成されています。とくに下関側の高校生は、

優秀な選手を選抜して派遣されています。 
今年の親善大会は、８月７日（日）に釜山広域市で開催され、下関市と釜山

広域市の選手総勢１５０名が炎天下の中、熱戦を繰り広げました。開会式では、

今年で４０周年を迎えるこの大会に対する感謝状が下関市長から釜山広域市ソ



フトテニス協会へ贈呈され、釜山広域市ソフトテニス協会からは４０年間毎年

参加した選手に対し功労賞が贈呈されました。 
この４０年の間で、教科書問題、鳥インフルエンザといった様々な社会問題

や、台風などの自然・環境問題といった不安要素が多くあり、開催が危ぶまれ

るときもありました。しかし、ここまで長く交流を続けることができた最大の

理由は、やはり両市民、両団体役員の長年の交流努力による深い信頼関係では

ないでしょうか。また、派遣側は旅費等の負担、受け入れ側は移動手段、大会

運営、大会後の交流会経費の負担というように役割分担を明確にして経費の節

減に努めていること、また両市間に関釜フェリーが毎日就航していることも交

流継続の理由と考えられます。 
次回は、10 月 18 日（火）に釜山広域市で開催される姉妹締結 40 周年記念式

典と、下関市と釜山広域市の姉妹締結の歴史についてお伝えします。 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


